
平成 19年２月16日

上 場 会 社 名  ティアック株式会社 （コード番号：6803　東証第1部）
(URL http://www.teac.co.jp/)
問合せ先 代表者役職・氏名    代表取締役社長 英 裕治 TEL（0422）52-5133

責任者役職・氏名    執行役員財務部長 野村 佳秀

１．四半期財務情報の作成等に係る事項
① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無　　　：　　有
　 法人税等の計上基準等について一部簡便的な方法を採用しております。
② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無　：　　無
③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無　　　　　　　：　　有　　連結　(除外）　２社
　　　ティアック電子計測(株)　平成18年４月１日付けで当社に吸収合併したため連結範囲より除外しました。
　　　ティアックオーストラリアＰＴＹ., ＬＴＤ.　株式譲渡（全株）により連結範囲より除外しました。
　　　なお、連結の範囲から除外するまでの期間損益は、連結財務諸表に含めております。
２．平成19年３月期第３四半期財務・業績の概況（平成18年４月１日 ～ 平成18年12月31日）
(1)経営成績(連結)の進捗状況 （金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。）

四半期(当期)
純   利   益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％
19年３月期第３四半期 51,579 △ 19.4 449 △ 56.8 △ 72 - △ 1,256 -
18年３月期第３四半期 63,985 △ 20.3 1,039 - 345 - △ 1,135 -
  (参考)18年３月期 84,778 1,790 833 △ 1,577

１株当たり四半期 潜 在 株 式 調 整 後

(当期)純利益
円  　銭   円  　銭   

19年３月期第３四半期 △7 00 -
18年３月期第３四半期 △6 36 -
  (参考)18年３月期 △8 81 -
（注）①期中平均株式数　          　19年３月期第３四半期  190,873,993 株　　18年３月期第３四半期  190,932,068 株
　　　②売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。
　　　③潜在株式調整後1株当たり四半期(当期)純利益は、1株当たり四半期(当期)純損失が計上されているため、記載しておりません。

[経営成績 (連結) の進捗状況に関する定性的情報等]

売　　上　　高

平成19年３月期   第３四半期財務・業績の概況（連結）

経　常　利　益営　業　利　益

【下記は、平成18年10月から12月まで（3ヶ月間）についての定性的情報を記載させて頂きますので、当第３四半期
までの情報につきましては、上記2.（1） 経営成績（連結）の進捗状況をご参照ください。】
平成18年10月から12月までのわが国経済は、企業収益が改善し、設備投資は増加していますが、個人消費は概ね横

ばいという状況にあり、当社の売上高の大きな部分を占めるパソコン市場は、全世界での出荷台数は伸びたものの、
米国と日本での法人向けの販売が伸び悩みました。当社は、光ディスクドライブの新製品の市場投入が遅れたことか
ら、周辺機器事業は厳しい状況にあるものの、ティアックオーストラリアＰＴＹ., ＬＴＤ.を株式の全株譲渡により
連結対象から除外したコンシューマ機器事業が、米国を中心に好調に推移しました。その結果、平成18年10月から12
月までの売上高は192億1千1百万円（前年同期248億6百万円）、営業利益は10億4千4百万円（前年同期6億6千4百万
円）、経常利益は8億3千1百万円（前年同期2億7千5百万円）となり、四半期純利益は5億5百万円（前年同期2億1千4
百万円）となりました。

<周辺機器事業>
周辺機器事業は、光ディスクドライブの新製品の市場投入が遅れ、コンボドライブの販売価格下落が続いたことが
業績に大きく影響しました。平成18年10月から12月までの周辺機器事業の売上高は98億3千8百万円(前年同期142億4
千4百万円)、営業利益は5百万円(前年同期4億8千万円)と、減収減益となりました。

<コンシューマ機器事業>
コンシューマ機器事業は、一般ＡＶ機器の販売が米国市場を中心に好調となり、また新たに投入した国内市場向け
一般ＡＶ機器も立ち上がりました。平成18年10月から12月までのコンシューマ機器事業の売上高は、ティアックオー
ストラリアＰＴＹ., ＬＴＤ.の株式を全株譲渡したことにより連結対象から除外となったことから78億5千9百万円
(前年同期90億2千8百万円)と減収となりましたが、営業利益は12億8百万円(前年同期4億9千7百万円)と増益となりま
した。

<情報機器事業>
情報機器事業では、計測用レコーダーの販売が減少しましたが、ビデオシステム事業が引き続き好調でありまし

た。平成18年10月から12月までの売上高は12億9千3百万円（前年同期14億4千万円)と減収となり、 営業利益は1億9
千1百万円(前年同期1億2千万円)と増益となりました。

１株当たり四半期(当期)純利益
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(2)財政状態 (連結) の変動状況 （金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。）
1株当たり
純 資 産

％
19年３月期第３四半期 36,355 1,818 5.0 50  
18年３月期第３四半期 45,867 3,277 7.1 79  
  (参考)18年３月期 40,791 2,802 6.9 27  
（注）期末発行済株式数　　19年３月期第３四半期  190,851,634 株　　18年３月期第３四半期  190,908,050 株

【連結キャッシュ・フローの状況】 （金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。）
営業活動による 投資活動による 財務活動による 現金及び現金同等物
キャッシュ・フロー キャッシュ・フロー キャッシュ・フロー 四半期末（期末）残高

百万円
19年３月期第３四半期 △ 588 △ 193 5,747
18年３月期第３四半期 △ 2,751 △ 298 9,651
  (参考)18年３月期 △ 3,329 △ 281 8,064

[財政状態 (連結) の変動状況に関する定性的情報等]

３．平成19年３月期の連結業績予想（平成18年４月１日 ～ 平成19年３月31日）

百万円 百万円 百万円
通　期

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期）   △3円  18銭
※上記の予想は、現時点で得られた情報に基づいて作成したものです。実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と
異なる結果となる可能性があります。

[業績予想に関する定性的情報等]

（参考）平成19年３月期の個別業績予想（平成18年４月１日 ～ 平成19年３月31日）

百万円 百万円 百万円
通　期

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期）  △3円 71銭
※上記の予想は、現時点で得られた情報に基づいて作成したものです。実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と
異なる結果となる可能性があります。

通期の売上高、経常利益、当期純利益を見直した結果、周辺機器事業における光ディスクドライブの新製品の投入
遅れ、フロッピーディスクドライブの市場縮小等の影響から売上高を下方修正いたします。一方、コンシューマ機器
事業が米国を中心に好調であることから、経常利益、当期純利益は据え置きます。

百万円 円　   銭

自己資本比率総　資　産

百万円

なお、「１株当たり四半期(当期)純利益」および「１株当たり純資産」については、次ページ※1をご参照ください。

①　財政状態の変動状況
当第３四半期末の財政状態としましては、総資産は363億5千5百万円(前連結会計年度407億9千1百万円)、主な増減
は現金及び預金23億1千7百万円減、受取手形及び売掛金6億2千4百万円減、たな卸資産3億1千2百万円減であります。
また負債の部は345億3千6百万円(前連結会計年度379億3千5百万円)、主な増減は支払手形及び買掛金5億2千7百万円
減、有利子負債（短期借入金、長期借入金及び社債）の12億4千2百万円減であります。純資産の部（資本の部）合計
は、第３四半期純損失の計上もあり、18億1千8百万円(前連結会計年度28億2百万円)となりました。その結果当第３
四半期末の自己資本比率は5.0％となり、前連結会計年度と比較して1.9％減少しました。

②　連結キャッシュ・フローの状況
当第３四半期（平成18年４月から12月）は、主として税金等調整前四半期純損失、年末にかけてのクリスマス商戦
等の季節要因による売上高増加に伴う売上債権増により、営業活動によるキャッシュ･フローは5億8千8百万円のマイ
ナスとなりました。投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得等により1億9千3百万円のマイナ
ス、財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金の返済等により13億4千４百万円のマイナスとなりました。以上
の結果、当第３四半期末の現金及び現金同等物期末残高は57億4千7百万円となり、前連結会計年度末から23億1千7百
万円の減少となりました。

純　資　産

49,000 △ 500 △ 600

経常利益

△11

百万円 百万円 百万円

△3
△6

△ 1,344
△ 2,699

当期純利益売上高 経常利益

△ 3,906

68,000 200 △ 500

売上高 当期純利益
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※1
「期中平均株式数」

19年３月期第３四半期 18年３月期第３四半期 (参考)18年３月期
株 株 株

普通株式
優先株式

Ａ種優先株式 ) ) )

「期末発行済株式数」
19年３月期第３四半期 18年３月期第３四半期 (参考)18年３月期

株 株 株
普通株式
優先株式

Ａ種優先株式 ) ) )

「平成19年３月期第３四半期財務・業績の概況」指標算式
○１株当たり四半期(当期)純利益

四半期(当期)純利益
普通株式の期中平均株式数

○１株当たり純資産
四半期末（期末）純資産の部合計額－少数株主持分－期末発行済優先株式数×発行価額

四半期末（期末）の発行済普通株式数

80,000,000 80,000,000 80,000,000
(80,000,000 (80,000,000 (80,000,000

80,000,000 80,000,000 80,000,000

190,908,050 190,897,007

(80,000,000 (80,000,000 (80,000,000

190,851,634

190,873,993 190,932,068 190,924,188
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［添付資料］

１．（要約）四半期連結貸借対照表

期別

科目 金   額 構成比 金   額 構成比 金　　額 増減率 金   額 構成比
(資 産 の 部) ％ ％ ％ ％
Ⅰ

現 金 及 び 預 金 5,747 8,064 △ 2,317 △ 28.7 9,651
受 取 手 形 及 び 売 掛 金 12,179 12,803 △ 624 △ 4.9 12,832
た な 卸 資 産 11,234 11,547 △ 312 △ 2.7 14,645
そ の 他 1,438 1,742 △ 303 △ 17.4 2,278
貸 倒 引 当 金 △ 387 △ 313 △ 74 23.6 △ 439
流 動 資 産 合 計 30,212 83.1 33,844 83.0 △ 3,632 △ 10.7 38,967 85.0

Ⅱ
有 形 固 定 資 産 4,457 4,751 △ 293 △ 6.2 4,986
無 形 固 定 資 産 366 499 △ 133 △ 26.7 383
投 資 そ の 他 の 資 産 1,751 1,912 △ 160 △ 8.4 5,545
貸 倒 引 当 金 △ 432 △ 217 △ 215 99.1 △ 4,014
固 定 資 産 合 計 6,142 16.9 6,946 17.0 △ 803 △ 11.6 6,900 15.0

36,355 100.0 40,791 100.0 △ 4,436 △ 10.9 45,867 100.0
(負 債 の 部)
Ⅰ

支 払 手 形 及 び 買 掛 金 6,861 7,388 △ 527 △ 7.1 10,251
短 期 借 入 金 11,182 12,314 △ 1,132 △ 9.2 13,631
一年内に償還予定の社債 500 - 500 - -
賞 与 引 当 金 301 573 △ 272 △ 47.5 405
製 品 保 証 引 当 金 97 122 △ 24 △ 19.7 134
返 品 調 整 引 当 金 103 190 △ 86 △ 45.3 209
そ の 他 3,254 4,524 △ 1,270 △ 28.1 4,646
流 動 負 債 合 計 22,300 61.3 25,113 61.6 △ 2,813 △ 11.2 29,279 63.8

Ⅱ
社 債 - 500 △ 500 △ 100.0 500
長 期 借 入 金 4,949 5,060 △ 110 △ 2.2 5,201
退 職 給 付 引 当 金 7,228 7,173 55 0.8 7,402
そ の 他 57 87 △ 29 △ 33.3 168
固 定 負 債 合 計 12,236 33.7 12,821 31.4 △ 584 △ 4.6 13,272 28.9
負 債 合 計 34,536 95.0 37,935 93.0 △ 3,398 △ 9.0 42,551 92.8

(純 資 産 の 部)
Ⅰ

資 本 金 5,773 15.9 - - - - - -
利 益 剰 余 金 △ 2,114 △ 5.8 - - - - - -
自 己 株 式 △ 73 △ 0.2 - - - - - -
株 主 資 本 合 計 3,585 9.9 - - - - - -

Ⅱ
その他有 価証 券評 価差 額金 27 0.1 - - - - - -
為 替 換 算 調 整 勘 定 △ 1,807 △ 5.0 - - - - - -
評価・換算差額等合計 △ 1,780 △ 4.9 - - - - - -

Ⅲ 13 0.0 - - - - - -
純 資 産 合 計 1,818 5.0 - - - - - -

36,355 100.0 - - - - - -

(少数株主持分)
- - 53 0.1 - - 39 0.1

(資 本 の 部)
Ⅰ - - 5,773 14.2 - - 5,773 12.6
Ⅱ - - △ 857 △ 2.1 - - △ 357 △ 0.8
Ⅲ - - 78 0.2 - - 61 0.1
Ⅳ - - △ 2,125 △ 5.2 - - △ 2,135 △ 4.7
Ⅴ - - △ 66 △ 0.2 - - △ 64 △ 0.1

資 本 合 計 - - 2,802 6.9 - - 3,277 7.1
- - 40,791 100.0 - - 45,867 100.0

(平成19年３月期
第３四半期末)

少 数 株 主 持 分

そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金

少 数 株 主 持 分

負 債 及 び 純 資 産 合 計

(単位：百万円）

資 産 合 計

流 動 負 債

流 動 資 産

固 定 資 産

増　　減
前連結会計年度

(平成18年３月期)

当四半期 前年同四半期
(平成18年３月期
第３四半期末)

負債・少数株主持分及び資本合計

為 替 換 算 調 整 勘 定
自 己 株 式

固 定 負 債

資 本 金
利 益 剰 余 金

株 主 資 本

評 価 ・ 換 算 差 額 等
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２．（要約）四半期連結損益計算書

期別

科目 金   額 百分比 金   額 百分比 金　　額 増減率 金   額 百分比
％ ％ ％ ％

Ⅰ 51,579 100.0 63,985 100.0 △ 12,406 △ 19.4 84,778 100.0
Ⅱ 37,786 73.3 48,071 75.1 △ 10,285 △ 21.4 63,567 75.0

13,792 26.7 15,913 24.9 △ 2,120 △ 13.3 21,210 25.0
Ⅲ 13,343 25.8 14,873 23.3 △ 1,530 △ 10.3 19,420 22.9

449 0.9 1,039 1.6 △ 590 △ 56.8 1,790 2.1
Ⅳ 738 1.4 660 1.0 78 11.8 980 1.2
Ⅴ 1,260 2.4 1,354 2.1 △ 94 △ 6.9 1,937 2.3

△ 72 △ 0.1 345 0.5 △ 417 - 833 1.0
Ⅵ 122 0.2 297 0.5 △ 174 △ 58.6 412 0.5
Ⅶ 997 1.9 1,448 2.3 △ 450 △ 31.1 2,530 3.0

947 △ 1.8 805 △ 1.3 141 - 1,284 △ 1.5
213 0.4 318 0.5 △ 105 △ 33.0 113 0.1
96 0.2 11 0.0 85 772.7 31 0.0
- - - - - - 133 0.3

△ 0 △ 0.0 0 0.0 △ 0 - 14 0.0
1,256 △ 2.4 1,135 △ 1.8 120 - 1,577 △ 1.9

前年同四半期

営 業 外 収 益

当四半期
(平成19年３月期
第３四半期)

税金等調整前四半期(当期)純損失

増　　減(平成18年３月期
第３四半期)

売 上 高

営 業 外 費 用
経常利益又は経常損失 (△ )
特 別 利 益

売 上 原 価
売 上 総 利 益

過年度法人税、住民税及び事業税

前連結会計年度
平成18年３月期

(単位：百万円）

四 半 期 ( 当 期 ) 純 損 失

法 人 税 等 調 整 額
少数株主利益又は損失 (△ )

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

営 業 利 益

特 別 損 失
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３．（要約）四半期連結株主資本等変動計算書

当第３四半期（自平成18年４月１日　至平成18年12月31日）

株主資本 評価・換算差額等

資本金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計
その他
有価証券
評価差額金

為替換算
調整勘定

評価・換算
差額等合計

5,773 △ 857 △ 66 4,848 78 △ 2,125 △ 2,046 53 2,855

- △ 1,256 - △ 1,256 - - - - △ 1,256
- - △ 6 △ 6 - - - - △ 6

- - - - △ 51 317 265 △ 40 225

- △ 1,256 △ 6 △ 1,263 △ 51 317 265 △ 40 △ 1,037

5,773 △ 2,114 △ 73 3,585 27 △ 1,807 △ 1,780 13 1,818平成 18年 12月 31日残高

自 己 株 式 の 取 得

株主資本以外の項目の
当四半期中の変動額
（ 純 額 ）

当四半期中の変動額合計

当 期 純 利 益

(単位：百万円）

少数株主持分 純資産合計

平成 18年３月 31日残高
当 四 半 期 中 の 変 動 額
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４．（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

期別

科目 金   額 金   額 金　　額 金   額

Ⅰ

△ 947 △ 805 △ 142 △ 1,284

577 418 159 777
24 - 24 101

△ 56 74 △ 130 △ 3,560
△ 123 △ 77 △ 46 △ 122

614 721 △ 106 651
- 208 △ 208 △ 0

△ 102 △ 98 △ 4 △ 90
371 1,389 △ 1,017 805
206 △ 1,118 1,324 1,505

1,127 △ 3,074 4,201 △ 4,266
△ 1,632 258 △ 1,890 2,740

60 △ 2,101 2,161 △ 2,742
137 77 60 138

△ 617 △ 721 103 △ 551
△ 169 △ 5 △ 164 △ 173
△ 588 △ 2,751 2,162 △ 3,329

Ⅱ
- 200 △ 200 200

△ 567 △ 722 154 △ 795
442 222 220 315

△ 50 - △ 50 -

△ 17 - △ 17 -

△ 0 2 △ 2 △ 1
△ 193 △ 298 104 △ 281

Ⅲ
△ 877 △ 6,674 5,796 △ 7,276
△ 460 3,970 △ 4,430 3,380
△ 6 4 △ 10 △ 10

△ 1,344 △ 2,699 1,354 △ 3,906
Ⅳ △ 190 324 △ 514 505
Ⅴ △ 2,317 △ 5,424 3,106 △ 7,010
Ⅵ 8,064 15,075 △ 7,010 15,075
Ⅶ 5,747 9,651 △ 3,903 8,064

連結の範囲の変更を伴う子会
社株式の売却による支出
連 結 子 会 社 株 式 の
追 加 取 得 に よ る 支 出

投資活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物期末残高

財務活動によるキャッシュ・フロー

その他の財務活動による増減額

短 期 借 入 金 増 減 額

現金及び現金同等物の増減額
現金及び現金同等物期首残高

営業活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出

そ の 他 の 増 減 額
小 計
利息及び配当金の受取額
利 息 の 支 払 額

減 価 償 却 費

投資活動によるキャッシュ・フロー

当四半期

た な 卸 資 産 増 減 額
仕 入 債 務 増 減 額

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期(当期)
純 損 失 ( △ )

持 分 法 に よ る 投 資 損 益

減 損 損 失

法 人 税 等 の 支 払 額

(単位：百万円）

増　　減(平成18年３月期
第３四半期)

前年同四半期
前連結会計年度
平成18年３月期

財務活動によるキャッシュ・フロー

長 期 借 入 金 増 減 額

現金及び現金同等物に係る換算差額

その他の投資活動による増減額

有価証券の売却による収入

(平成19年３月期
第３四半期)

売 上 債 権 増 減 額

受 取 利 息 及 び 配 当 金
引 当 金 増 減 額

支 払 利 息
為 替 差 損 益

有形固定資産の売却による収入
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５．セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期(自 平成18年４月１日 至 平成18年12月31日) (単位：百万円）
事業区分 周辺機器 ｺﾝｼｭｰﾏ機器 情報機器 消去又は

項目 事　　業 事　　業 事　　業 全　　社
売上高
(1) 外部顧客に対する売上高 27,934 19,375 3,587 682 51,579 - 51,579 
(2) セグメント間の内部売上高
又は振替高 - - - - - - - 

計 27,934 19,375 3,587 682 51,579 - 51,579 
営業費用 28,335 17,797 3,182 621 49,936 1,192 51,129 
営業利益又は営業損失(△) △ 400 1,577 404 61 1,642 (1,192) 449 

前第３四半期(自 平成17年４月1日 至 平成17年12月31日) (単位：百万円）
事業区分 周辺機器 ｺﾝｼｭｰﾏ機器 情報機器 消去又は

項目 事　　業 事　　業 事　　業 全　　社
売上高
(1) 外部顧客に対する売上高 38,460 21,130 3,951 443 63,985 - 63,985 
(2) セグメント間の内部売上高
又は振替高 - - - - - - -

計 38,460 21,130 3,951 443 63,985 - 63,985 
営業費用 37,219 20,303 3,588 437 61,548 1,396 62,945 
営業利益 1,240 827 363 5 2,436 (1,396) 1,039 

前連結会計年度(自　平成17年４月1日　至　平成18年３月31日) (単位：百万円）
事業区分 周辺機器 ｺﾝｼｭｰﾏ機器 情報機器 消去又は

項目 事　　業 事　　業 事　　業 全　　社
売上高
(1) 外部顧客に対する売上高 50,853 27,605 5,467 851 84,778 - 84,778 
(2) セグメント間の内部売上高
又は振替高 - - - - - - - 

計 50,853 27,605 5,467 851 84,778 - 84,778 
営業費用 49,256 26,236 4,945 767 81,206 1,781 82,988 
営業利益 1,597 1,369 521 83 3,572 (1,781) 1,790 

(注) 事業区分の方法及び各区分に属する主要な製品名称

なお、これらの区分に属する主要製品は次のとおりである。

区           分

周 辺 機 器 事 業

コンシューマ機器事業

情 報 機 器 事 業

そ の 他 ソフトウエア開発事業､他

フロッピーディスクドライブ､CD-ROMドライブ、CD-R/RWドライブ、DVD-ROMドラ
イブ、CD-R/RW・DVD-ROMコンビネーションドライブ、DVD-R/RW/RAMドライブ

医用画像機器、インフライトエンタテイメント機器、計量・計装・計測機器、
通話録音機器、セキュリティ機器、データストレージ機器

連　　結

その他 計 連　　結

その他 計

その他 計

マルチトラックレコーダー､ミキサー､テープレコーダー、CDプレーヤー、MDレ
コーダー、DVDプレーヤー

連　　結

当社の事業区分は、コンピューターの周辺機器を製造販売する周辺機器事業と音響製品を製造販売する
コンシューマ機器事業､計測・映像機器製品を製造販売する情報機器事業およびその他に区分している。

主    要    製    品
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【所在地別セグメント情報】

当第３四半期(自 平成18年４月1日 至 平成18年12月31日) (単位：百万円）
所在地 消去又は

項目 全社
売上高
(1) 外部顧客に対する売上高 20,312 13,922 9,121 8,222 51,579 - 51,579 
(2) セグメント間の内部売上高
又は振替高 21,094 30 52 21,059 42,236 (42,236) - 

計 41,406 13,952 9,174 29,281 93,815 (42,236) 51,579 
営業費用 39,410 13,842 9,086 29,812 92,151 (41,022) 51,129 
営業利益又は営業損失(△) 1,996 110 87 △ 530 1,663 (1,214) 449 

前第３四半期(自 平成17年４月1日 至 平成17年12月31日) (単位：百万円）
所在地 消去又は

項目 全社
売上高
(1) 外部顧客に対する売上高 27,338 15,316 9,133 12,196 63,985 - 63,985 
(2) セグメント間の内部売上高
又は振替高 26,447 126 144 41,108 67,827 (67,827) - 

計 53,786 15,443 9,277 53,304 131,812 (67,827) 63,985 
営業費用 51,446 15,321 9,096 53,282 129,146 (66,201) 62,945 
営業利益 2,339 122 180 22 2,665 (1,625) 1,039 

前連結会計年度(自 平成17年４月1日 至 平成18年3月31日) (単位：百万円）
所在地 消去又は

項目 全社
売上高
(1) 外部顧客に対する売上高 35,521 20,811 12,704 15,740 84,778 - 84,778 
(2) セグメント間の内部売上高
又は振替高 34,079 148 180 60,914 95,323 (95,323) - 

計 69,601 20,960 12,855 76,655 180,102 (95,323) 84,778 
営業費用 67,093 20,096 12,292 77,045 176,528 (93,540) 82,988 
営業利益又は営業損失(△) 2,507 863 592 △ 390 3,573 (1,783) 1,790 

(注)① 国又は地域は、地理的近接度により区分している。
② 本邦以外の区分に属する地域の内訳は次のとおり。

(1)米大陸…………………米国、カナダ、メキシコ
(2)欧州……………………ドイツ、イギリス、イタリア、ベルギー
(3)アジア他………………マレーシア、シンガポール、インドネシア、台湾、中華人民共和国、オーストラリア

計 連結

計 連結

日本 米大陸

日本 米大陸 欧州 アジア他

欧州 アジア他

計 連結日本 米大陸 欧州 アジア他
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【海外売上高】

当第３四半期(自 平成18年４月1日 至 平成18年12月31日) (単位：百万円）
販売地域

項目

Ⅰ 海外売上高 15,285 9,531 9,053 8,099 41,969

Ⅱ 連結売上高 - - - - 51,579

Ⅲ 海外売上高の連結売上
高に占める割合(％) 29.6 18.5 17.6 15.7 81.4

前第３四半期(自 平成17年４月1日 至 平成17年12月31日) (単位：百万円）
販売地域

項目

Ⅰ 海外売上高 16,431 12,198 17,487 3,140 49,257

Ⅱ 連結売上高 - - - - 63,985

Ⅲ 海外売上高の連結売上
高に占める割合(％) 25.7 19.1 27.3 4.9 77.0

前連結会計年度(自 平成17年４月1日 至 平成18年３月31日) (単位：百万円）
販売地域

項目

Ⅰ 海外売上高 22,355 16,786 22,255 6,034 67,432

Ⅱ 連結売上高 - - - - 84,778

Ⅲ 海外売上高の連結売上
高に占める割合(％) 26.4 19.8 26.2 7.1 79.5

(注)① 地域は、地理的近接度により区分している。
② 各区分に属する地域の内訳は次のとおり。

(1)米大陸…………………米国、カナダ、メキシコ
(2)欧州……………………ドイツ、イギリス、フランス、イタリア、ベルギー、スペイン、ロシア
(3)アジア…………………
(4)その他…………………オーストラリア、ニュージーランド

台湾、韓国、中華人民共和国、シンガポール、マレーシア、インドネシア、タイ

米大陸 欧州 アジア その他 計

米大陸 欧州 アジア その他 計

計米大陸 欧州 アジア その他
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